学生参加・体験学習型授業の試み : 「2010年度自然環境教育演習1」第1ステージの取り組みについて by 根上 明 & 村松 陸雄
武蔵野大学学術機関リポジトリ　Musashino University Academic Institutional Repositry
学生参加・体験学習型授業の試み : 「2010年度自
然環境教育演習1」第1ステージの取り組みについて








An attempt of student-centered experiential learning class: A study on the 
















































グなど数多く存在している。更に、環境教育プログラムについてもSharingNature With Children 
（ネイチャーゲーム）、 OutdoorBiology Instructional Strategies (野外で生物学を指導するための
方法論）、 Illustrationsof Outdoor Recreation & Education (IORE)、GreatExplorations in Math 













































































































プロジェクトWILD(Wildlife in Learning Design)は、 1979年アメリカ、 W邸 EC(Western 































Generalizing and Abstracting 
図1 体験学習のサイクル
(6)プロジェクトWET参加体験





































































































































































8項目の質問に対する回答を 5段階 (1.全く当てはまらない 2.あまり当てはまらない 3.どち
らともいえない 4.かなりあてはまる 5.非常にあてはまる）で設定。
1) ファーストステージの目標設定と内容は適切であった
4. かなりあてはまる (64.7%) 5. 非常にあてはまる (35.3%)
2) ファーストステージは環境教育の専門的知識• 技能を身につけるうえで役立った
3. どちらともいえない (11.8%) 4. かなりあてはまる (58.8%)
5. 非常にあてはまる (29.4%)
3) ファーストステージは知的関心・教養を高める上で役立った
4. かなりあてはまる (47.1%) 5. 非常にあてはまる (52.9%)
4) ファーストステージの内容の難易度・進度は自分にとって適切であった
3. どちらともいえない (35.3%) 4. かなりあてはまる (47.1%)
5. 非常にあてはまる (17.6%)
5) ファーストステージ受講前の貴方は、環境学習プログラムを企画することが出来たと思う
1. 全く当てはまらない (35.3%) 2. あまり当てはまらない (35.3%)
3. どちらともいえない (11.8%) 4. かなりあてはまる (17.6%)
6) ファーストステージ受講前の貴方は、プログラムを指導実践することができたと思う
1. 全く当てはまらない (41.2%) 2. あまり当てはまらない (35.3%)
3. どちらともいえない (11.8%) 4. かなりあてはまる (11.8%)
7) ファーストステージ受講後の貴方は、環境学習プログラムを企画することが出来ると思う
2. あまり当てはまらない (5.9%) 3. どちらともいえない (17.6%)
4. かなりあてはまる (64.7%) 5. 非常にあてはまる (11.8%)
8) ファーストステージ受講後の貴方は、プログラムを指導実践することができると思う
2. あまり当てはまらない (5.9%) 3. どちらともいえない (29.4%)
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